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要旨 
 本研究は在日の日本語学習者の待遇表現の使用について考察するものである。 
本研究の待遇表現の定義は菊池（1997ａ）蒲谷他（1996）南（1987）などの先行研究を

ふまえ「相手や用件や場所に留意して使い分ける表現行為である」とした。 
本研究では 2 つの調査と１つの実践を行った。 
調査１ではアンケート調査を 37 人の初級後期から超級までのレベルの日本語学習者と

20 代から 70 代までの 10 人の日本語母語話者に実施した。依頼表現と勧誘表現と断り表現

について文末を記入する談話完成型のアンケート調査を行った。 
在日の日本語学習者が待遇表現を習得するためには滞日期間の長さとその期間の日本語

母語話者とのコミュニケーションの量が関係していると考えられる。日本語学校で学習す

る滞日期間の短い日本語学習者の中には日常生活に必要な表現を回答できない例もみられ

日本人とのコミュニケーションがあまりないことが考えられる。学習者の環境への働きか

けの助言や支援が必要であると考えられる。 
日本語学習者は日本語母語話者と比較して非常に丁寧に言わなければならない相手や場

面や用件のときに使用する表現を回答している人は少ない。 
調査２では中国人 2 人と韓国人 2 人の超級者（いわゆる上級を超えた超級レベルの日本

語話者、以下「超級者」）に待遇表現についてのインタビュー調査を実施した。 
4 人の超級者とも「敬語は必要である」と述べていた。会社やアルバイトで仕事をする時

や教師や初対面の人などに多く使用するとのことである。超級者は基礎的知識を十分学習

し、ドラマやテレビやインターネットなどのメディアを利用し、日本語母語話者と積極的

にコミュニケーションを取っている。 

普通語（口語、ため口）については学校での学習は十分でなく、周りの人や友人やテレ

ビやドラマなどから習得している。学校では詳しい説明がなくニュアンスの差が分からな

いことがあったと述べている。今後、テキストや指導方法の工夫や改善が必要である。 

実践の習得の試みは次の内容で行った。 

待遇表現は内容、相手、場面などにより様々な言い方があり、日本語母語話者はそれら

を教室の中だけで習得することは困難である。谷口（2003）は待遇表現の習得には日本語

母語話者学習者の環境、日本語母語話者との接触が大きく関わっているのではないかと述

べている。また、ネウストプニー（1995）は待遇表現の習得を促進するためには実際使用

のアクティビティを行うことが有効であると述べている。 

そこでビジターセッションや教室外の活動などを取り入れた学習カリキュラムを設定し、

待遇表現の習得の支援を試みた。 

4 人の日本語学習者の協力でアクティビティを中心とする待遇表現の学習を 14 回実施し

たが、待遇表現の運用は不十分であった。ロールプレイでは使えても実際のアクティビテ

ィではあまり使用できず、ロールプレイには限界があることが分かった。また、第 2 言語

を習得するためには積極性が必要である。積極性に欠ける人には、前向きな積極的な態度
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を育てる教室活動や運用の機会を提供すべきである。 

アクティビティを中心とした学習に対して学習者の評価が高いことを考えると、機会を

捉えて今回の方法を見直しながらアクティビティを中心とした学習の方法を改善し、学習

者の待遇表現の学習を支援していきたい。 
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